変更契約書【参考例】	Comment by コメント: 「覚書」というタイトルにすることもあります。なお、契約の効力には影響ありません。	Comment by コメント: 本覚書はあくまで一般的な【例】です。
四角で囲ってある文例を参考に、各事案に即してカスタマイズのうえ、ご活用ください。なお、
ご不明点等ございましたら、身近な専門家にご相談ください。	Comment by コメント: 印紙については、原契約の内容や本覚書にて定めた内容によることとなります。
詳しくは国税庁HPの『印紙税の手引』をご参照ください。

株式会社●●●●●●●（以下「甲」という。）および株式会社●●●●●●●（以下「乙」という。）とは、甲乙間で●●●●年●●月●●日付にて締結した●●●●●●●契約書（以下「原契約」という。）につき、以下の通り変更することに合意する。	Comment by コメント: 変更の対象となる契約書を特定するため、原契約の締結日とタイトルを正確に記入してください。

【原契約の条文の内容変更】
第●条　原契約第●条第●項を以下の通り変更する。
　　（変更前）乙は、当月末締にて代金を集計し、翌月１０までに甲に対して請求書を送付するものとする。

　　（変更後）乙は、当月２０日締にて代金を集計し、当月末までに甲に対して請求書を送付するものとする。

【原契約の条文の全文削除】
第●条　原契約第●条第●項を削除する。


第●条　本覚書に定めなき事項および本覚書の各条項の解釈に疑義があるときは、原契約に基づくほか、甲および乙が誠意をもって協議検討の上、決定する。	Comment by コメント: 事案を問わず共通する文例です。

本覚書成立の証として本書を２通作成し、甲乙記名押印の上、各１通を保有する。

２０２１年●●月●●日
	
甲：
埼玉県●●市●●町●－●－●
●●●●●●●株式会社
代表取締役　●●　●●　㊞
	
乙：
埼玉県●●市●●町●－●－●
株式会社●●●●●●●
代表取締役●●　●●　㊞




